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（本講演は個人の見解です） 
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１．５℃ ＜ △T2×CO2 ＜ ４．５℃ 

（６６％以上幅、IPCC AR5 WG1） 
△T2×CO2 :  CO2倍増時の温度上昇（気候感度） 

温度上昇予測の幅は大きい 

・「２度を十分下回る」というパリ協定の目標は、「温度上昇予測が
この上限の場合でも２度を下回るようにする」、という意味。 

・温度上昇予測はむしろ下限に近いのではないのか、というのが
Ridley氏の問いかけ。 
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日本は１度、東京は３度温度が上がった 
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人々は適応してきた 



東京の近郊農業 
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水害による死者数は激減 

 

http://www.isad.or.jp/cgi-bin/hp/index.cgi?ac1=IB17&ac2=97summer&ac3=5611&Page=hpd_view 

適応は必要だが、悲観には及ばない。 
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福井県はシベリア並みに寒かった 

(中川毅 2017) 

・・・激しい気候変動は生態系にとっての「常態」 

地球温暖化で生物多様性は増大する 
 (Thomas 2017) 9 

（著作権のためお見せ出来ません） 


